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今日の高度情報化社会の中で，大学図書館

として整備すべき新しいタイプの業務として，

情報仲介サービス（図書館職員によるデータ

ベースの代行検索）や情報伝達サービス（電

子ボード利用による図書，データベース内容

等の案内，電子メール利用による図書の購

入・借用、文献複写受付等）があげられてい

る。このような図書館業務の実施には，種々

の業務に精通し定職員の確保と施設の整備拡

充が必要なことは言うまでもないことである

が，近い将来、研究者が上記のような図書館

業務を利用できる日が来ることを期待したい。

（薬辮部教授衛挑薬環）
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<原文解説〉
後醍醐天皇の新政の樹立に協ﾌﾞJしたhL利尊

氏は，新炊権の公家中心の政策に反機する武

｜；達の支持を栂て。建武zii：（1334）１０１１蛸

1f１．義とともに鎌倉で叛旗を翻した。八戦は直

ちに嶺腿lの支持勢ﾌﾞ｣に対し，尊氏・直義追伐
ﾘﾑﾋ

の倫旨を発した。ここに紹介するのiよ〔１〕

liul鯨jiij大宮１J}'iit時と〔２〕現大1ﾉﾄﾞ,Tl惟l徴宛の

亀通の総旨である。総旨とは，犬噴の命令を

側近の者が奉じて出す書状（手紙）形式の叉

if『である。内雰はいずれも，尊氏・直義謙謝

のため鎌倉に発向せよ、というものである。
みＩＩＬ＆

「天気」とは天皇の御気色（↑fll意向）の意で

あり,敬意を表して行がえで書かれているくこ
へいいｂ－ＤＬ凸

の方式を平出式とＬ､う）。
ＬｔＩＪ〈Ｌ

総旨は通常の文書とことなり、宿紙を用い

るのが普通である。憎紙は－．１受手紙等に使っ

た１１]紙を漉き直した再銚紙で、鍵をふくんで

いるため灰色で薄墨紙ともいう。及呈の命令

を取り扱ったのは，天皇の秘警局として，平
〈『二

蟹時代前期薬子の乱のあとで．設けられた
くる１どとこふ

蔵人所である。こ‘')蔵人所が発給する勅命
〈超ＡＪＩ人

文書(倫旨』や役人の叙位・叙任の口宣案など）

には宿紙が用いられた。なぜ天皇の命令文書

のみに宿紙が用いられたのかは，定説はない

が，あるべき犬皇の徳政（倹約〕の姿勢を示

すものだ。とする説もある。こぬ習慣は，

「天気此の如し」とする総旨の形式とともに

江戸時代末期まで続いた。もっとも江戸時代

には再生紙ではなく，特別あつらえの薄墨紙

が用いられた。

ところでこの二通の給旨は，趣旨は同じで

あるが，〔２〕は通常の書状の形式で「阿蘇
あ煮ピニろ

大宮司館」という宛所（あて名書き）力欝あ

るが，〔１〕にはそれがなく，あて先は本文

の中に「阿蘇大宮司惟時」と記されている。

もちろん宛所を書くのが正式の丁重な書き方

である。本文中にあて先の人名を入れるのは，
Lよく』ＩＬＯ

簿ﾈしすなわち高飛車な書き方である。逆に差

１Ｍ人が本文中に，例えば「尊氏謹言」のよう

に自分の名前を書くのはたいへん丁重な書き

方である。この場合，惟直は惟時の子である

が，惟時は隠居し，惟直が現職の阿蘇大宮司

で一族を代表する立場にあった。したカゼって，

本文でも惟直宛のも“には「一族相催し」と

いう、惣領の立場を示す文言が入れられたの

で．ある。

本学所蔵の阿蘇家文書中には，この二通の

外，同じ時点での阿蘇氏一門の上島彦八郎惟

頼宛の倫旨と惟頼の軍忠状もある。惟頼はこ

の催促を受けて鎌倉に発向し，筥根山の戦い

で負傷し，12月27日，後に恩賞請求の根拠と

するため軍忠状（負傷や討死も軍忠である）

を提出し，指揮官であった菊池武重がこれに

證判を与えている。

筥根山の戦いは足利方の勝利となり、尊氏

らは敗走する新田義貞らの政府軍を追い京に

入ったが，そのあとを追って上京した北畠顕

家の奥州軍に敗れ，建武３年２月いったん九

州に下る。そして３月末，多々艮浜の戦に勝

ち、５月には再度上京し，戦局の主導権を完

全に掌握することになる。

（文学部教授国史学）
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後醍醐天皇倫旨二通（|河蘇家文書より）本文に解説


